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１．研究成果の概要 

 

租税訴訟事件において、統計学の知見を援用して課税要件事実の評価を行うべき事件（「高松外れ馬券訴訟

事件」）を引き続き研究対象とし、裁判所の判断について実証的・批判的な検証を行うためのデータの収集と

分析を、また自身が鑑定意見書の執筆を通じて関与した同事件の最高裁上告受理申立が上告不受理になったこ

とに関し、元最高裁裁判官の著書を通じてその不受理理由の分析を行った。（この研究成果は本年 5 月 24 日開

催の日本税務会計学会・月次研究会で発表予定。） 

また、今後の研究素材とするため、相続税（特にいわゆる「タワマン節税訴訟」）・国際課税関連訴訟事件の

判決文の集積も進めた。 

 

２．著書・論文・学会発表等（査読の有無及び海外研究機関等の研究者との国際共著論文がある場合は必ず記載） 

【論文（査読あり）】 

 

【著書・論文（査読なし）】 

 最高裁上告事件始末記－高松外れ馬券訴訟－、石黒秀明、単著、HP、2022 年 8 月 

 （会計ファイナンス研究科・ビデオライブラリーとしても配信） 

 

【学会発表等】 

 

３．主な経費 

 判例データベース使用料および書籍購入費用。 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

 

 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 


